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1 はじめに
近年，主観情報を用いた要約の研究が活発になりつつあ

る [1, 2]．そのタスクの 1つとして，レビューのマルチアス
ペクト要約というものがある．アスペクトとは，レビューの
評価項目に相当するものであり，具体的にはノートパソコ
ンレビューにおける携帯性やバッテリなど，カメラレビュー
における画質や操作性などである．マルチアスペクト要約
とは，アスペクト毎に要約を行うものであり，作成される
要約はアスペクト毎に簡潔にまとめられている．
マルチアスペクト要約を行う際には，レビュー文がどの

アスペクトに関するものかを推定する必要がある．このレ
ビュー文のアスペクト分類の問題に対して，本研究では教
師あり学習による手法を適用する．複数の機械学習器でレ
ビュー文のアスペクト分類実験を行い，比較・検討を行う．

2 問題設定と分類手法

2.1 問題設定
本研究では，唯野らの研究 [3]で作成されたタグ付きコー

パスを実験に用いる．これは，ゲームレビューに対して，
アスペクトに関連した箇所にアスペクトタグ1 を付与した
ものである．本研究では，このアスペクトタグを付与され
た箇所を対象とし，付与されたアスペクトタグをクラスと
して推定するというタスクに対し，複数の機械学習アルゴ
リズムを適用する．

2.2 分類手法
分類を行うためには，タグ付きコーパスから特徴ベクト

ルを作成する必要がある．その素性は，単純なBOWモデ
ルに基づくものであり，対象レビュー文内での語の出現頻
度である．ただし，助詞，助動詞および記号は除外する．
そして，作成した特徴ベクトルを用いて，複数の機械学習
器で分類実験を行う．機械学習器のアルゴリズムとしては，
以下の 4つを対象とする．

SVM 分離超平面とデータの間のマージンを最大化する
機械学習器である．一般に高い汎化能力をもつ．

最大エントロピー法 (ME) 与えられた制約下で，エン
トロピーを最大化するようなモデルを推定するという
最大エントロピー原理に基づく手法である．

C4.5 決定木を生成するアルゴリズムである．生成される
決定木はクラス分類にしばしば利用される．

NaiveBayes 確率モデルに基づく分類器である．素性が
互いに独立であるという仮定に基づく手法である．

3 分類実験
実験に用いたコーパスには，アスペクトとしてマルチア

スペクト（複数のアスペクトを含むもの）も許容されてお
り，クラスタ数が数多くなる．そこで，インスタンス数が
10 未満のクラスタを対象からはずした．その結果，最終
的なクラスタ数は 20となった．ただし，クラスタ毎にイ

1具体的には，オリジナリティ，グラフィック，音楽，熱中度，満
足度，快適度および難易度の 7つと，それらの複合したマルチアス
ペクトである．

表 1: アスペクト分類の適合率
機械学習器 適合率 [%] 適合率 [%]

(完全一致) (部分一致)

SVM 62.73 79.79

ME 61.29 79.21

NaiveBayes 58.43 76.00

C4.5 55.27 74.13

ンスタンス数に偏りがあり，総インスタンス数が 4652で
あるのに対し，クラスタ内のインスタンス数は 10程度か
ら 1000超までとなり，幅が生じた．
また，機械学習器の実装については，NaiveBayes，SVM

(LibSVM) およびC4.5 (J48) に関してはデータマイニン
グツールWEKA2 を，MEに関しては Amis3 を用いた．
実験は，10分割交差検定によって行った．分類実験の結

果として各機械学習器の適合率を表 1に示す．完全一致の
場合で 60%前後，部分一致を許した場合で 80%弱の適合
率が得られた．完全一致で高い適合率が得られた分類器は
部分一致を許した場合においても高い適合率が得られ，双
方の結果において適合率の優劣には同じ傾向が見られた．
SVMとMEの適合率が高く，アスペクト分類というタス
クに適しているといえる．
しかし，部分一致を認めた場合の適合率でさえ最高 80%

弱であり，分類誤りが多いといえる．1つの要因は特徴ベ
クトルが最もシンプルな BOW モデルに基づくためであ
ると考えられ，今後は構造情報ベースの手法 [4]などの適
用を検討すべきである．

4 おわりに
本研究では，レビュー文のアスペクト分類に対して複数

の機械学習器を適用し，適合率を比較した．今後は，BOW
モデルベースの手法以外についても分類適合率の調査を行
い，アスペクト分類に最も適した手法の開発を目指す．
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